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むつ市議会第１９３回定例会会議録 第２号

平成１９年９月４日（火曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第56号 むつ市長期総合計画の基本構想について

第２ 議案第57号 むつ市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例

第３ 議案第58号 むつ市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

第４ 議案第59号 むつ市本庁舎移転基本計画審議会条例を廃止する条例

第５ 議案第60号 財産の取得について

（むつ市消防団川内消防団第１分団配備の消防ポンプ自動車の更新）

第６ 議案第61号 財産の取得について

（むつ市消防団大畑消防団本部付分団配備の消防ポンプ自動車の更新）

第７ 議案第62号 字の区域の変更について

（国有林地のむつ市大字大平字荒川への編入）

第８ 議案第63号 一部事務組合下北医療センター規約の変更について

第９ 議案第64号 むつ市土地開発公社定款の変更について

第10 議案第65号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求めることについて

第11 議案第66号 平成19年度むつ市一般会計補正予算

第12 議案第67号 平成19年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第13 議案第68号 平成18年度むつ市水道事業会計決算

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（川端澄男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は54人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（川端澄男） 本日諸般の報告については、

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（川端澄男） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第13 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第５６号

〇議長（川端澄男） 日程第１ 議案第56号 むつ

市長期総合計画の基本構想についてを議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、17番冨岡

幸夫議員。

（17番 冨岡幸夫議員登壇）

〇17番（冨岡幸夫） おはようございます。質問に

入る前に、少し前段時間をいただきたいと思いま

すが、私ども議員の任期も今定例会が最後という

ことでありまして、残すところ１カ月余りとなり

ました。新たに新むつ市で30名の選挙が行われる

ということになりまして、私たちもいささかその

段取りに奔走しているところであります。また、

私どもに先んじまして、宮下新市長が誕生されて

おりまして、今定例会が初議会となるわけであり

ます。これらについても、新しくむつ市が動き出

すということになるのだろうと、このように思い

ます。

その宮下市長でありますが、このたび杉山前市

長の急逝により、７月15日行われました市長選挙

によって多くの市民の信任を得られ、新むつ市２

代目市長に誕生されました。まことにおめでとう

ございます。

また、市長には、かねてより宮下議員のころか

ら待望論がありまして、いずれは市長になってほ

しいなというようなことがささやかれておりまし

た。私の思いとすれば、前市長にぶつかって、禅

譲なしにかち取っていただきたいものと。そうな

ると、将来にわたるむつ市の長期総合計画や将来

のビジョンについてもいささか違った形になった

のではないかなと、こういうふうに感じていると

ころでもあります。

また、話は変わりますが、一昨日行われました

青森県民駅伝におかれましては、当むつ市が総合

６連覇、市の部７連覇という栄誉に輝かれ、前市

長に報いられたというようなことで、まことにお

めでたく思っております。関係者の皆様にはエー

ルを送りたいと思います。

、 、さて 本題のむつ市長期総合計画でありますが

このことはむつ市総合開発審議会の答申を得てお

るものでありまして、内容について細かく説明を

求めるということは避けたいと思います。

私は、かねてより旧むつ市議会の一般質問にお

いて長期総合計画の質問を何度かさせていただい

てまいりました。杉山前市長と私の思いでは波長

の合わないところもありましたが、このむつ市長

期総合計画なるものは、全般的に財政が伴うこと

もありまして、型どおりの総花的な計画というよ

うなことが一般的に示されるというようなことに

なろうかと思います。
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ここで私は大事だなと思っているのは、この計

画は合併協議会の新市まちづくり計画が平成26年

までという10年間で目されたものが２年後に旧む

つ市の長期総合計画をまた踏襲しながらも、新た

に今回平成28年までの10年間とし、答申を得、こ

こに提案されてきたものであります。このむつ市

長期総合計画なるもの、新むつ市長の宮下市長に

、 、おかれましては 自分の思いが入るというよりは

一般的な長期総合計画というようなことで受けと

めざるを得ないというようなことであろうかと思

います。自分の思いがどの辺に入ってくるのか、

もしお考えがあれば、その辺のところを示してい

ただければありがたいなと最初にお尋ねしたいと

思っております。

そして、今回提案されました長期総合計画基本

構想は、これまでの新市まちづくり計画を踏襲し

たものとして、序論、基本構想、基本計画とうた

ってありますが、合併後の旧市町村の地域の役割

とビジョン、また地域振興プロジェクトなど、こ

れらについても今後踏襲されるものというふうに

思うわけでありますけれども、その辺の内容につ

いていささか触れていただければありがたいと、

このように思います。

また、この基本構想の第３章第２節、基本方針

のまちづくりの方針の２項に「市民参加による一

体的な新しいまちづくり」ということでかなりの

メニューでうたってあります。このことは、市民

参加による、または市長が就任のごあいさつで市

民が主役である市政を求めていくというような形

のところ、これらが多分市長の長期総合計画の中

で進められたときに必ず入ってくるものだろう

と、こういうふうに思うわけであります。

そこで、その計画を全うするというようなとき

に、どのような手法でやっていかれようとするの

か、その辺のところもお話しいただければと思い

ます。

これらのことは、平成17年の国勢調査に基づい

たものとして提案されてきているものであります

けれども、国の全国総合開発計画なるものと違っ

て、国は財源が伴っておりますので、どんな政策

でもできるのかもわかりません。しかしながら、

地方公共団体の長期総合計画においては、財源が

なかなか伴わないというところに、その総花的な

計画になりがちだというようなところを、市長の

、 、今回のこの提案を受けて 個人的な思いがあれば

前段申し上げましたように、少し詳しくお話しい

ただければありがたいと思います。

以上、よろしくお願いいたします。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 冨岡幸夫議員のご質疑にお

答えいたします。

実は、このむつ市長期総合計画基本構想、私が

議員のときに内部で素案をつくり、そして審議会

に諮問をし、そして答申の結果を私市長就任間も

なくいただいたわけでございます。その細部につ

きましては、これは基本構想でありますので、た

だいま冨岡幸夫議員がお尋ねの部分、これを峻別

して３つというふうな形かと思うのですけれど

も、なかなか峻別してのお答えができないかもわ

かりませんけれども、その点はご了承いただきた

いと思います。

まず、この基本構想はあくまでも基本構想と。

これは、国で言いますと憲法みたいな形の１つの

理念、憲法の前文にあります理念みたいな形とい

うふうなとらえ方を私はしております。そして、

これから基本計画、そしてさまざまな分野での実

施計画等々がつくられていきます。そういうふう

な形の中で私は自分の思いを、また選挙戦を戦っ

た際の公約等を反映させていきたいと、こういう

ふうに考えているところであります。これは、あ

くまでも私の政策的な公約、その部分とは当然整

合性を持ちつつ、これは展開していかなければい
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けないと。計画の中で、基本計画、また実施計画

の中で整合性を持ちつつ展開をしていくべきもの

だと、こういうふうな認識をしているところであ

ります。

それから、市民参加による新まちづくりという

ふうな形で 基本方針の中の２つ目のところに 市、 「

民参加による一体的な新しいまちづくり」という

ふうなことが大きく書かれているわけであります

けれども、私はもう市長就任の際の職員の訓辞に

際しても、情報公開を徹底し、そして住民に、市

民にわかりやすいような形で政策を説明し、そし

て現在の状況も説明をし、ご理解を深めていく必

要があるであろうと、こういうふうな思いを述べ

てあります。私は、もう既に担当の部のほうに指

示を出しております。また、各庁舎、川内、脇野

沢、大畑庁舎の所長に命を出し、そして職員がど

ういうふうな現在の、この合併してからちょうど

２年半たちましたので、その問題点等々を洗い出

し、そして意見を伺うようにというふうな形で指

示を出し、それが今フィードバックされておりま

す。その部分をこれからよく検証し、そして今度

は各地区の住民の皆さんがどんな思いでいるのか

というふうなこともしっかりと意見として酌み上

げていくシステムをつくっていきたいと、こうい

うふうに思います。

さらに、行政が今までですと、ややもすると市

役所の中にみんなとどまっているというふうな思

いを私はしておりましたので、例えば仮称ですけ

れども、財政についての出前講座とかタウンミー

ティングだとか、そういうふうなものを今後展開

して、市民の皆さんのご意見をより多く伺い、そ

して一体感を醸成していきたいと、こういうふう

な形を今後考えていきたいと思っておりますの

で、ご理解をしていただきたいと思います。

以上です。

〇議長（川端澄男） 17番。

〇17番（冨岡幸夫） 自らの公約の部分を時間をか

けながらも整合性を持ってやっていきたいという

ふうなお話でありますし、声を聞くというような

ことは、庁内から段取りよくやって、これから市

民の皆さんの声も聞いていきたいというようなこ

とで、わからないわけではありません。しかしな

がら、今日まで市民の声を聞いてきたという杉山

前市長には、私はいささか注文があったわけであ

りますけれども、一般的に平たく、例えば審議会

なんかを設けて、ただ型どおりやって、行政的な

手続を踏んだからよしとすることでやっていっ

て、本当にこれで市民の声を聞いた、市民にこた

えるということにつながるかどうか、この辺は私

としては具体的に新市長に新たな行動をとってい

ただきたいと、こういうふうなことも思っており

ます。

この長期総合計画の中で、あえて具体的に示さ

れているものが海洋研究都市構想ですか、そのこ

とについては、杉山前市長が姉妹都市の関係もあ

りまして、海洋科学研究拠点の形成をしていくと

いうようなことであります。これは、市民に対し

て非常にわかりやすく、ああ、なるほどむつ市は

そういう方向に進むのだなと、市長の羅針盤とい

うものがあるのだなというふうに映ったわけであ

ります。やはりそういうふうなことがこれからも

必要なのだろうと思います。多くは、いずれ示さ

れるであろう宮下新市長のビジョンというものが

わかるようになってもらえればありがたいという

ようなことでありますので、その辺のところを改

めて余計に聞いても答えは出ないのかもわかりま

せんけれども、ひとつ示していただければと思い

ます。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 冨岡幸夫議員とは、ちょっ

と考え方が異になる部分があろうかと思います。

審議会を開いて型どおりというふうなご意見を質
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疑の中で述べたわけでございますけれども、私は

決して審議会そのものが型どおりという考えは持

っておりません。やはり審議会、より多くの公募

をこれからもしていかなければいけませんし、こ

れまでも公募制をとっていた審議会もありますの

で、決してそのあり方を私は否定をするものでは

ありません。今後その審議会の設置等々は、当然

行政を進める中でご意見を聞くというふうな部分

では必要でありますし、その部分では審議会が設

置されましたら、できるだけ市民の公募、これを

広げていく必要があるというふうなことはこれか

らの課題としていきたいと、こう思います。

次に、海洋科学研究拠点都市ということでのお

尋ねですけれども、一昨日だったでしょうか、海

洋地球研究船「みらい」が就航して10周年という

形でシンポジウムが行われ、そしてその後私ごあ

いさつをさせていただく機会がございました。ま

た、就任初公務のとき海洋地球研究船「みらい」

が就航10周年ということで記念入港した際にお話

をいたしました。私は、この海洋科学研究都市と

いうのは、一朝一夕にはこれはできないものであ

るというふうなことで、10年という１つの区切り

をことし迎えたわけでございます。そして、やは

りこの部分について、海洋地球研究船「みらい」

のあり方、存在、そのＰＲがまだ私は市民の中に

どうも不足感を否めないのではないかなと、こう

いうふうに感じております。

海洋地球研究船「みらい」は、やはり北大西洋

の環境に非常に大きな役割を果たしております。

よく言われるエルニーニョ、ラニーニャ、さまざ

、 、まな気象条件 それから二酸化炭素の吸収の部分

そういう部分で非常にまだ行政自体もＰＲ不足で

ありますし、また市民の皆様もその海洋地球研究

船「みらい」の研究の成果等々をまだなかなか十

分理解をしていない部分があるのでないかなとい

うふうな認識をしておりますので、その部分でや

はり一方ではそういうＰＲをしつつ、そして多く

の科学者がこのむつ市においでになっておりま

す。その科学者の方々と今度は地元の子供たちが

より多く接する機会をつくっていただいて、そし

て本物の一流の科学者と触れ合う場面を多くつく

ってもらうというふうなことを私は今想定してお

ります。この海洋科学研究都市、海洋科学振興財

団が今むつ科学技術館というふうな形で運営して

おりますけれども、その部分で多くの子供たちが

科学に触れ合う場所、そして科学する心、これを

はぐくんでいただければなと、こういうふうな形

で進めていきたいと。

一朝一夕にならないのは、私も十分認識してお

りますし、また冨岡幸夫議員もその点は同意でき

るのではないかなと思います。少しずつ、一歩ず

つしっかりとこの道は進んでいきたいと、こうい

うふうに考えておりますので、ご理解お願いいた

します。

〇議長（川端澄男） 17番。

〇17番（冨岡幸夫） 先ほどの私の質疑の中で、審

議会なるもの、型どおりの行政手続のうえでとい

うような表現については、ちょっと余りにも説明

がなさ過ぎまして、誤解を招くような表現であり

ますので、平たく市民の方にわかりやすい説明が

なされる場とか、多くの方々の声を聞く場という

ようなことで理解をいただきたいなと、こういう

ふうに思います。

、 、また 海洋科学研究拠点のことにつきましては

私もシンポジウムに参加させていただき、また市

長から懇親会の場で一流の方と出会う機会がある

というような言葉も聞きまして、我々であれば東

京へ出向く、中央へ出向く、またいろんな方と会

うということもあるのでしょうけれども、非常に

そういう機会の少ない子供たちにもそういう機会

を与えられるというようなことは共通するところ

であります。
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片や杉山前市長が構想されてきたことを受け継

ぐというようなことでは、私はもはやそのスピー

ドが大事になってきているのだろうと、こういう

ふうに思います。ぜひとも若い分、その辺のとこ

ろの人脈をこなしながらでも、幾らかでも早く、

または子供の教育に有効的な手段が講じられるよ

うにお願いをしておきたいと、こういうふうに思

うわけです。

少し質疑がずれるのかもわかりませんけれど

も、大枠では長期総合計画という中に大事な事業

として入ると思いますけれども、ちまたでといい

ますか、我々の懸案であります庁舎の移転につき

まして、これまでの経緯を踏まえますと、前市長

が提案された、それは計画してもなかなか計画し

尽くせないものであって、たまたまこういう出会

いがあったというような表現でされておりますけ

れども、いずれにしても市民にとっては大きな問

題であります。

きょうの新聞なんかでも住民投票というような

要請があったやにも見ております。これら行政手

続上、予算とかさまざまつけてやってきているわ

けですけれども、これはある程度の段階を踏まえ

ないと物事は進まないということでは理解をせざ

るを得ません。しかしながら、肝心かなめの庁舎

の位置を移すということについては、出席議員の

３分の２以上という特別多数議決が必要だという

高いハードルが一般の市民の方にはわかっていな

いというようなことがあります。それらのことも

市長におかれましては、これから一般質問もあり

、 、ますので 立ち入った話は余りしませんけれども

これも市長が就任のあいさつで言われているまち

づくりの主役は市民であると、とにかく声を聞く

のだ、情報公開をしていくのだというようなこと

であれば、私はここで十分時間をかけてやってい

ただいても何ら市民に支障が出るものではない。

あすに地震が来るというわけでもないとは言えま

せんけれども、そういうことを踏まえながら、い

ろいろ時間をかけてやっていかれるのもよろしい

のではないかなと、こういうふうに思っておりま

すので、その辺のご見解を話せるところがあれば

……

（ だめだ」の声あり）「

〇17番（冨岡幸夫） だめだという声もありますけ

れども、議長の判断にお任せをして、よろしくお

願いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 冨岡幸夫議員がお話ししてお

りますけれども、議題外にわたらない範囲の中で

お願いしたいと思います。市長。

〇市長（宮下順一郎） スピード性の問題で、まず

１点目あったと思います。やはり海洋科学研究都

市構想というものは、先ほどお話しいたしました

ように、なかなか一朝一夕ではできない。しかし

、 、ながら その部分で子供たちとの触れ合いだとか

そしてＰＲ、これらについてはやはりどんどん進

めていかなければいけませんし、またスピード性

の問題ですと、私は情報公開の部分とか、さまざ

まな市民の皆さんの声を聞くシステム、そういう

ふうなものについてはスピード性を持たせて取り

組んでいきたいと、こういうふうに思います。

庁舎移転の件につきましては、後ほどまた一般

質問等々での答弁の形があります。ただ、私の思

いといたしましては、住民説明会をただちに開催

をしたということでの私の気持ちを酌んでいただ

ければなと、こういうふうに思います。

以上です。

〇議長（川端澄男） これで冨岡幸夫議員の質疑を

終わります。

次に、27番東谷正司議員。

（27番 東谷正司議員登壇）

〇27番（東谷正司） 先輩議員の冨岡幸夫議員から

市長に対しての質疑がございましたけれども、私

は単刀直入に２点だけお尋ねさせていただきたい
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と思います。

議案第56号 むつ市長期総合計画の基本構想に

ついて、参考資料85ページに記載されております

簡易水道整備について、次の２点をお伺いいたし

ます。

１、小沢簡易水道は、いつごろに整備されたの

か。また、配水管は何年たっているのか。

２点目は、むつ市過疎地域自立促進計画では、

平成20年より改良計画となっていますが、計画が

されているのかお伺いいたします。

〇議長（川端澄男） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） お答えいたします。

まず、お尋ねの１点目でございますけれども、

小沢地区簡易水道の整備についてでございます

が、この施設は今から約43年前の昭和39年に小沢

川を水源といたしまして、当時計画給水人口

1,100人、計画の１日の最大給水量220トン規模で

整備されたものでございます。これまでの間、昭

和58年には塩害等の被害に遭いました沿岸部の配

水管を更新いたしております。しかしながら、高

台等で塩害を受けていない箇所は配水管の更新が

されていないために、地方公営企業法施行規則に

よります配水管の耐用年数といたしましては40年

を超えている箇所もございます。そういうふうな

ことで、ただいま議員ご指摘のように、平成20年

度から、その更新の計画がされておりました。

次に、これも今の関連でございますけれども、

むつ市過疎地域自立促進計画についてでございま

す。この計画の事業計画参考資料の中で小沢地区

簡易水道改良事業といたしまして、平成20年度か

ら２カ年の計画で小沢川を水源とする新たな浄水

場を建設する計画でありましたが、経済性や管理

の簡素化、それから給水人口が当初1,100人に対

しまして、現在は371人となっております。さら

には、小沢川の慢性的な水量不足等の理由から、

今後公営企業局と総合的な見地に立ちまして、安

全安心な住環境確保のための検討をし、そのこと

を踏まえまして、平成20年度、そして21年度の２

カ年で整備を進めてまいる考えでございますの

で、どうぞご理解をお願いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 27番。

〇27番（東谷正司） 大変前向きなご答弁をいただ

きまして、まことにありがとうございました。

脇野沢地区で簡易水道整備がなされていないの

は、当小沢地区だけであります。今年度に入って

から本管が３回、それから枝管が１回、異常に破

壊の回数が多くなってきておりまして、地域の方

々が今後の水の供給に本当に不安を抱いていると

ころであります。この現状をどうか理解をしてい

ただきまして、安全で安心な水を供給できるよう

に、一日も早い整備を要望してやまないものであ

ります。

地域の方々も財政の厳しいことは重々わかって

おりますし、私たちも地域の会合に行きますと、

事情をるる説明して、今まで我慢をしてきました

けれども、このように異常に破損が多くなります

と、地域の方々にかなりの不安を与えると思いま

すので、一日も早い整備を要望して私の質疑を終

わります。よろしくお願いします。

〇議長（川端澄男） これで東谷正司議員の質疑を

終わります。

次に、柴田峯生議員。

（12番 柴田峯生議員登壇）

〇12番（柴田峯生） 議案第56号に対して質疑をい

たします。

まず私は、通告で３点を申し上げております。

その第１点は、基本構想とこれに伴う目標達成率

についてであります。それから、２つ目は、施策

の大綱と、その内容についてであります。３つ目

は、参考資料として総合計画案が議会に出されて

おりますので、これらに対する今後の修正の可能

性について伺いたいわけであります。
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第１点は、この基本構想を見ておりますと、ほ

とんどが合併時に作成しました新市まちづくり計

画を踏襲したと言っても過言ではないわけであり

ます。恐らく審議会で、その合併時の計画を尊重

していくということから、こういう結果だろうと

、 、 、思うのですが 実際この計画を見ますと 合併時

もう２年半経過しているわけでありますが、その

時点から平成28年度まで、いわゆる２カ年延びる

わけですね そして 前期基本計画では 平成23年。 、 、

、 。 、度までの５年間 後期は残りの５カ年と さらに

その実施計画では３年ごとに、しかも毎年度計画

を見直し、ローリングを行うというような形でこ

の基本構想と参考資料を見ますと、そういうこと

が読み取れるわけです。それで間違いないだろう

と思いますけれども。

そこで、現在合併時の新市まちづくり計画、２

年半経過しております。10カ年計画の４分の１を

経過したわけですけれども、この達成状況、これ

につきまして、まだ議会でも議論してはおらない

し、市当局からも発表されておりません。そうい

ったものを含めて今後の10カ年計画を出すわけで

すけれども、先ほど冨岡幸夫議員の質疑に対して

のご答弁で、１つの憲法のようなものだというお

話でした。実際私たちとしては２年半なじんでき

たこの構想を審議会から答申を受けた市長とし

て、そのまま全文のままで出したのが果たして本

当に尊重したことになるのか、私はいささか疑問

もあるわけです。そういった意味で、基本構想の

目標達成率をどの程度に置いているのか、それを

お伺いしたいということなのです。

この計画を見ますと、施策の大綱では、私は細

かく文書を見ましたら、大体190カ所以上の新市

まちづくり計画の中での文言の修正、あるいは考

え方の前後を修正するというようなことがなされ

ておりました。さらにその新市まちづくり計画で

は、細部の中身に含めておった文言が新たな項目

。 、 （ ） 、として４カ所 申し上げますと ２の ４ の③

広域行政の問題、それから３の（１）の④、国民

健康保険、３の（３）の④、スポーツ・レクリエ

ーション、それから３の（２）の⑥、国民年金の

新たな４項目が加筆されておるわけであります。

そういったところで、どういう意味でこういうよ

うな加筆変更が新市まちづくり計画との相違が出

、 。たのか その内容をお知らせ願いたいと思います

そこで、さらに幾つかございまして、文言の修

正の中で、自然環境の保全につきまして、従来は

自然が共生可能な地域の形成をするのだと、ある

いは人と自然が共生し合うというような表現にな

っております。その中で住環境の関連について、

共生から調和という言葉に変えられております。

これは、どういういきさつがあったのか、その内

容をお聞かせいただきたい。

それから、教育関係では、地域振興においては

不可欠な人材を養成するのだと、新市まちづくり

計画の際にはこういう文言でありましたが、今回

は地域の教育力の人材というような修正をされて

いるわけです。この地域の教育力の人材とは一体

どんなものなのか、お伺いしたいと思います。

それから、防犯対策の充実の中で、今日地方自

治体にとって重要な課題となっております消費者

保護対策の文言がこの基本構想の中には盛られて

おりません。参考資料の基本計画の中には、その

ようなことが書かれておりますが、基本構想では

加えなくてもよかったのかどうか。私は、地方自

治体にとっては重要な課題でありますから、やは

りのせるべきだったのではないかと、こう思って

おります。

それから、文化財保護につきまして、今日非常

にむつ市は鳥獣被害対策に悩まされております。

これは、基本計画の現状分析等の中には、そのこ

とが書かれているようでありますが、基本的には

自然と共生というような形の中でとらえておるよ



- 38 -

うであって、私は鳥獣被害対策というようなもの

が非常に喫緊な課題であるにもかかわらず、10年

構想ですから、その間にやればいいというような

考えでのせなかったものか、その辺を伺いたいと

思います。

それから、細部の中で広域観光の関連の問題で

すが、これは２カ所訂正がありまして 「連携」、

から「連係」に漢字が変わっております。この前

後の関係から見ますと、前のほうのレンケイは確

かに「係」でいいのでしょうけれども、後ろのほ

うのケイは私は少なくとも「携」の漢字が妥当で

はないかと思うのですが、その考えを変えた内容

をひとつお伺いしたいと思います。

それから、最後になりますが、この参考資料と

して出された総合計画は、既に市長としての決裁

を終えておられるのかどうか。もし終えておらな

、 、 、いとすれば 今後議会の声も きょうも出ました

一般質問もたくさんございますけれども、そうい

ったものを踏まえて市長としての新しい考えを入

れながら修正するお考えがあるのかどうか、可能

性があるのかどうか、その辺をお伺いしたいと思

います。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 柴田議員の最後のお尋ねに

お答えいたします。

決裁をして、そして議会に上程をする手続を経

たものでございますので、ご理解をいただきたい

と思います。

細部にわたりましては、担当部長から説明させ

ます。

〇議長（川端澄男） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） ただいまの柴田議員のお

尋ねにお答えをいたします。

まず最初に、本基本構想と目標達成率をどの辺

に想定しているかという趣旨のお尋ねかと思いま

す。本議案をご議決賜りますと、今後におきまし

て、基本構想の理念に基づき、下位の計画となり

ます実施計画、これを策定して、具体の事務事業

を選択のうえ、しかるべき進捗を図っていくとい

う考えにございます。この中でいわゆる進行管理

といいますか、評価分析といった機能が果たされ

るものと、すなわち目標達成率等の掌握、評価分

析、そういったものが今後できるのではないかな

と思っておりまして、ただちに今現在この構想に

即して、どんな目標達成率を描いているかという

ことにつきましては、今は申し述べることはでき

ないということでお答えにさせていただきます。

次に、２点目になりますが、施策の大綱とその

内容についてのお尋ねにお答えいたします。初め

に、むつ市長期総合計画の基本計画には、新市ま

ちづくり計画になかった施策内容が４項目ほど追

加していると、これはどのような理由によるかと

のことであります。１つ目は、議案の８ページに

なりますが、施策内容の③、広域行政の推進につ

いてであります。これは、新市まちづくり計画で

は広域行政にかかわる部分につきましては、基本

方針と別な形で１つの章を割いて掲載していたと

いう、その全体の構成上の問題がまずあるかと思

います。本計画では他の施策と同様に整理をした

ということから、結果として項目の追加となって

いるものであります。

それから、２つ目は、議案の９ページ、施策内

、 。容の④ 国民健康保険の充実についてであります

新市まちづくり計画では、国民健康保険に関する

記述について、健康づくり施策の展開と、そうい

った項目に含めていたところでありますが、本計

画では国民皆保険の制度のかなめであるという考

え方のもとに、国民健康保険制度の安定、充実が

より重要になっていると、またなっていくと、こ

ういう考え方から項目を追加してございます。

、 、それと３つ目は 議案の10ページになりますが

施策内容の⑥、国民年金の充実についてでござい
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ます。国民年金は、議員ご承知のように、本来的

には国の業務でございまして、市は受託という形

で各種の届け出事務等受け付けも含めまして担っ

ているところでありますが、このことなどから新

市まちづくり計画におきましては、特に記述、章

を割く、項を割く必要はなかったと、そういう判

断をしたようでございまして、それが近年国民年

金に対する関心の高まり、功罪半ばではございま

すが、関心の高まり、それは老後に安心して暮ら

せるための生活設計をすると、その上で重要な基

盤の１つ、制度の１つであると。そういったこと

から、さらにまた国民年金制度の理解と認識を高

めるという観点から項目を追加したものでござい

ます。

それと 最後４つ目でございますが 議案の11ペ、 、

ージ、施策内容の④、スポーツ・レクリエーショ

ン活動の充実についてであります。新市まちづく

り計画では、スポーツ・レクリエーション活動に

関する記述につきましては、社会教育の充実の項

目の中で一括整理していたところでございます

が、本計画では生涯にわたる豊かなスポーツライ

フを送ることが心身ともに健康で充実した生活の

営みをもたらすということなどから、項目を分離

し、新たに設定したという経過でございます。

次に、ここからは企画部としては、この長期総

合計画の事務局、全庁的な取りまとめ役という立

場でお答えを申し上げますが、各所管の部署に特

化した内容につきましては、それぞれ各部から後

ほど答弁があるかと思いますので、よろしくお願

いいたします。

まず、私どもの部分でございますが、基本構想

の４ページ （１ 、観光の振興の①、広域周遊、 ）

型観光の形成中「連携 、これを「連係」に修正」

したのはなぜかというお尋ねであります。基本構

想の中で「連係」を使用しておりますのは、この

（１）の観光の振興の項、この部分のみとなって

おりまして、施策内容の②、第１次産業との連係

で、新市まちづくり計画の段階からつながりを持

ってという意味をそこに強く持たせたいと、あえ

てこの表記を用いたと伺っております。したがい

まして これに合わせて隣の項も この項全体 連、 、 「

係」に修正したというものでございまして、この

章全体、他に全庁的な事務事業に及ぼす範囲の中

でレンケイは、各課から積み上げた文脈の中で私

どもは受けとめてございますので、これを持って

全部「連係」にするというものではありませんの

で、ご理解をいただきたいと思います。

次に、基本構想の12ページの⑦、防犯対策の充

実に消費者に対する記述がないのはなぜかと、重

要と考えておらないのかとの趣旨のお尋ねでござ

いますが、昨今議員言われますように、架空の請

求事犯、詐欺、そういったものがいろいろ取りざ

たされておりますが、消費者トラブルが多発して

いるという最近の時世の状況がございます。そん

なことから、当然に取り込みが必要な施策の１つ

であると私どもも認識はしているところでござい

まして、消費者対策という点で参考資料の基本計

、 ）画中の主要計画の中で消費者保護の観点から ４

として消費者保護の推進を掲げ、消費者に特化し

た内容で取り上げておるところでございます。

基本構想中には、やはり上位の構想のレベルで

ございますので、直接的には消費者対策としての

記述はしておりませんけれども、市民が安全で安

心して暮らすという表現の中に消費者の立場の方

も、この市民という言葉の中に含ませているとこ

ろでございますので、ご理解をいただきたいと思

います。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） 引き続きまして、文言の

訂正箇所190カ所のうち１カ所私の方の住環境の

整備に関する部分でご指摘ありましたので、お答
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えをいたしたいと思います。

基本構想では、５ページの下のほうにあります

、 「 」③ 住環境の整備の中で２行目に 自然との調和

というふうな表現をさせていただいております。

また、長期総合計画の参考資料でございますけれ

ども、この中では30ページに住環境の整備の中で

現況等という表現の文言の中で、１行目の終わり

から２行目の始まりに、自然との調和という表現

をさせていただいております。前の新市まちづく

り計画では、共生という表現があったというご指

摘でございますけれども、共生といいますと、自

然と一緒に進むというふうな意味合いが持たれる

かと思います。調和になりますと、自然のいろい

ろな要素や条件等がよくつり合うようなことに配

慮して進めるという意味合いを持っていると思い

ます。特に大きな意義はございませんで、共生と

いうよりも、むしろ調和とするほうが的確に表現

できるのではないかという判断に基づいて字句の

訂正をさせていただいたところでございます。よ

ろしくお願いいたします。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 10ページの教育の充実、

学校教育の充実にかかわります地域の教育力とな

る地域人材の育成を図るということで、この地域

振興という言葉を地域の教育力ということに変え

たのはなぜかということ、これはどういうことを

指すのかというお尋ねだと思います。これは学校

教育という項目立ての中での論理展開でございま

すので、社会教育との連携もあるわけでございま

すが、学校教育の中では、今最も求められている

地域教育力の向上という趣旨を盛り込んだという

ことでございます。

今少子高齢化の中で子供たちの健全育成という

ことが大変大事になっております。学校教育現場

も大変難しくなっているという状況があるわけで

ございまして、こういう状況の中では学校、家庭

はもちろんでございますけれども、地域社会の支

援、地域社会全体の教育力が大事であるというふ

うに認識しているところでございます。もちろん

子供たちを地域振興に貢献する人材として育成し

ていくということについては、当然大事なことで

あるわけでございますけれども、ここではその前

提といたしまして、学校教育の立場から、子供た

ちの健全育成という観点、そういうことから、地

域全体で子供たちをはぐくんでいくという意味合

いを強く埋め込んだということでの表現に変更し

たということでございます。

しからば、この地域の教育力となる地域の人材

というのはどういうことを指しているのかという

ことでございますけれども、これは社会教育との

関連もあるわけでございます。今学校現場におき

ましては学校サポーター、あるいは学習サポータ

ー、あるいは防犯安全対策ボランティア等、地域

の皆様のさまざまなボランティア活動に支えられ

ている面がございます。そういうことでの人材が

まず１点でございます。子供たちの健全育成、学

力の向上、情操の向上というふうなことでお力を

おかしいただきたいという観点、それから子供た

ちにつきましては、当然ながら将来的にわたって

地域振興にも貢献できる感化力を持った人材に育

てていくということが、これは大きな目標として

あるということでございまして、そういうことを

含んでいるということでの変更でございますの

で、ご了解をいただきたいと思います。

それから、鳥獣対策についてのお話がございま

したが、鳥獣保護対策、私ども教育委員会といた

しましては、あくまでも文化財として保護する立

。 、場にあるわけでございます 捕獲につきましても

現状を変更するという、これを許可するという立

場にございます。その立場からは、人と自然との

共生、生態系の保全という、こういう域を踏み外

すことはできないわけでございまして、あくまで
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も共生という範囲の中で対応していくということ

が私どもの立場でございます。共生ということに

は、あるいは個体調整ということも含まれると思

いますが、現時点で私どもの立場からはそれ以上

のことは言及できないということでございますの

で、その辺はお察しいただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 長期総合計画の基本構想

に鳥獣対策がないのはなぜかのお尋ねにお答えい

たします。

クマやウサギ、カラスなどによる農作物鳥獣被

害対策につきましては、これらの鳥獣はその年に

より発生の状況が異なることから、その都度被害

の状況を調査して、有害鳥獣駆除として実施して

いること、特にクマの生態につきましては解明さ

れていない部分が多く、ただいま青森県では生息

調査を実施中であり、その結果をもとにクマのメ

カニズムを解明し、来年度中にも被害防止マニュ

アルをつくる方針でおりますように、被害防止対

策が確立されていないこととあわせまして、有害

鳥獣の取り扱いはあくまで臨時的なものであり、

被害者でもある市民にとって自然災害的要素も含

んでいるため、具体的な掲載はいたしておりませ

んが、柴田議員のご発言のとおり、この10年の中

で、国・県の助言を得ながら、最良、最適な方策

をとってまいりたいと考えておりますので、ご理

解願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） 12番。

〇12番（柴田峯生） 目標、現在答えられないとい

うのが実態だと思いますけれども、少なくとも今

日の目標を定める計画そのものがいろんな要素か

ら長期計画を立てられないというふうなのが現実

だと思います。立てても翌年変わるというのが現

実のようであります。したがって、いかにそれを

ローリングしていくかということが今後の大きな

課題で、先ほど企画部長から今後の進行管理、あ

るいは事業の評価、そういったものを含めて達成

率の検証をしていきたいというお答えですので、

それは了解したいと思います。

そこで、施策の大綱の関係ですが、実は私が深

刻に考えたのは、全国規模で問題となった国民年

金だと思うのですが、その中で川内庁舎に関する

部分の資料が廃棄処分になっているということで

話題が出ておりました。そういったことも含めて

問題点として項目として老後の安心というような

立場でのせたものと理解していいのかどうか、そ

の辺伺いたいと思います。

それから、スポーツ・レクリエーション、確か

に社会教育の一環の中で今とらえてまいりました

し、これは文化、芸術、音楽、そういったものも

当然だと思うのですが、むつ市はご案内のように

県の駅伝でこれだけの成績を上げているのですか

ら、スポーツの先進を行くと、あるいはまた全国

スポーツ・レクリエーション祭の会場にも指定さ

れているということで、是が非でもスポーツを掲

げていかなければならないだろうと私は思うので

すが、そういった意味でこれは妥当な記述だと、

そう評価をいたしておるわけであります。

そこで、共生と調和の住環境の関係ですけれど

も、確かに調和という言葉は非常に便利な言葉で

す。しかし、この調和というのは、とらえ方によ

っては非常に大きな問題を生むわけです。例えば

京都なんかでも建物を建てるときのいわゆる環境

との調和、特にむつ市の場合は、都市計画区域と

以外の区域は線引きをしているものの、用途区域

の線引きがないわけです。したがって、この調和

というのは非常にとらえ方からすれば、上も下も

、 、あるような考え方で そういった意味からすれば

共生というのが私は考え方の理念としては非常に

よかったのではないかと思っているのですが、そ

の辺もう一度ひとつお考えをいただきたいと思い
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ます。

それから、不可欠の人材という言葉は、私は非

常に重みのある言葉だと思うのです。いわゆる教

育にとって、その地域にとって不可欠な人材とい

うのが私は非常に重みのある言葉だと思う。それ

が地域力という言葉になってくると、どうも教育

基本法の改正に絡んだ言葉として出てきたような

感じがしまして、やっぱり私は戻してほしくなか

ったなというのが現実の考え方です。その辺ひと

つお考えをお聞かせ願えればと、こう思います。

以上、ひとつお願いします。

〇議長（川端澄男） 企画部長。

〇企画部長（阿部 昇） ただいまの柴田議員の国

民年金の充実についての川内庁舎における事案を

引用してのお尋ねでございますが、私自身、それ

は念頭には受けとめておりませんでした。あくま

でも先ほど申し上げましたように、高齢化社会が

進行していく中において、国民年金制度の重要性

といったものでこの項を割いた、設けたというこ

とでご理解いただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 新市まちづくり計画の中

では不可欠の人材というふうな記述があるという

ことで、これを取ったのはどういうわけかという

ことなのですけれども、意識的に取ったというこ

。 、とではないのでございます 地域振興という言葉

これを考えれば不可欠な人材という、地域振興と

いう大きな考え方からすれば、こういう人材が地

域には不可欠なことが多々あるわけでございます

、 。 、ので こういう言葉を使ったかと思います ただ

ここでは先ほどお答えいたしましたように、学校

教育ということに限定したということでございま

すので、その中でも不可欠な人材があるのではな

いかというふうに言われればそのとおりかもしれ

ませんが、意味合いを少し教育というところに力

点を置いた論述に変えたということでございます

ので、ご理解をいただきたいと思います。

地域振興につきましては、もっと大きな意味合

いでの考え方、教育ばかりではなくて産業振興も

ありますでしょうし、またさまざまな環境整備、

あるいは民生安定等のこともありますでしょう

し、さまざまなことが含まれての地域振興という

ことでありますので、そちらのほうは、この教育

というところからは少し薄まったということでご

ざいます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） お答えいたします。

この計画につきましては、策定の小委員会ある

いは策定委員会等を経て、このようなまとめ方に

させていただきましたが、共生と調和、特に大き

な意味はないというふうに先ほど申し上げました

けれども、ただ、今柴田議員からご指摘ありまし

たことを十分に踏まえまして、これから進めるう

えで気を使いながら運営してまいりたいと思いま

す。

いずれにいたしましても、基本は６万余の住民

がどのような要望を持っているのか、その辺を的

確に把握して、この計画を実行してまいりたいと

思いますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（川端澄男） 12番。

〇12番（柴田峯生） 私今まで聞いたのは、理念で

、 、すので 理念の言葉のうえでのとらえ方によって

大分その理解度が違うものですから、それで一応

私なりにお尋ね申し上げたわけであります。基本

的には、私は計画をおつくりになるということに

対しては賛成をしたいと思っていますので、今後

十分市民の声を取り上げたうえで吟味したものを

つくっていただきたいなと、こう思います。

終わります。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を
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終わります。

次に、40番坂井一利議員。

（40番 坂井一利議員登壇）

〇40番（坂井一利） 新市長になりましてから、初

めて何かお目にかかるような気がします。

まず冒頭にお尋ねしますけれども、長期総合計

画の参考資料には載っていて、基本構想には載っ

ていないというふうな形になっていますけれど

も、参考資料の取り扱いはどのように取り扱いま

すか。そこから中身に入っていきたいと思います

けれども。これ１回目の質問と違うでしょう、確

認ですから、今。

〇議長（川端澄男） 質疑ですから。そのまま続け

てください。

〇40番（坂井一利） では、基本構想の中というよ

りも参考資料のほうで確認したいです。

参考資料のほうには、財政再建とか庁舎移転と

か、それから教育の問題のほうでも、もう既に実

施の流れで進んでいるのもあるわけなのです。そ

れで、ただ議案第56号の基本構想という流れは、

きれいな文章等が並んでいるだけで、具体性がほ

とんどないので、それで参考資料のほうを確認し

たいと思ったのです。だから、今まではこの参考

資料等も基本構想に基づいてやっていますので、

参考資料も回答として、答えとして認めるわけで

すか、これらのものを。まず聞きます。参考資料

として確認することはできますかということなの

ですけれども。では、参考資料で質問してもよろ

しいですか。

（ いい」の声あり）「

〇40番（坂井一利） では、参考資料の中のほうで

いきます。

参考資料の４ページの主要課題の中で、非常事

態にある財政の再建が喫緊の重要課題でありと、

まずそれを念頭にとらえたうえでお話ししますけ

れども、こっちの基本構想の中にのっていない流

れの中で、それから新市まちづくり計画の中にも

具体的にはなかった旧アークスプラザへの移転に

ついても載っているわけなのです。まず最初にこ

れらについてお尋ねしますけれども、新市長は財

政再建を公約の中に入れておりました。それと、

故杉山市長の遺志を継ぐという形で、旧アークス

プラザへの庁舎移転についても現在進行形で今説

明会等をいろいろやって、旧アークスプラザに移

転の経費等がかかるわけなのだけれども、何か財

政再建と整合性がないような気がいたしまして、

それをどういうふうな形で財政再建と結びつける

のか、それをお伺いしたいと思います。

それと、この庁舎移転、先ほど前の議員もお尋

ねしておりましたけれども、住所変更移転に関す

る問題、３分の２の問題があります。私前回の定

例会において一般質問のとき、議会のあり方につ

いてちょっとお尋ねしたことがあるのですけれど

、 、も 理事者側が議会にお出しになるときは法律に

もっとも中学生でも普通の法律の文章はわかるわ

けで、わかりやすい形で出してもらいたいとここ

でもお尋ねしているわけなのですけれども、ただ

そのときはまだちょうど今の市長がいないときで

ありました。

本来庁舎移転等に３分の２の同意というのは、

その前に基本的に財源がしっかりとした形ででき

てから移転するのが本来の姿であるわけなのです

けれども、今のやり方は、過半数においてでもで

きるみたいなニュアンスで一般に伝わっているわ

けです。だから、先ほど３分の２の同意が必要だ

ということを知らしめる必要で先ほどのお話もあ

りましたけれども、財源の確保が絶対条件とある

べきものを、それがちょっとおろそかになってい

るのではないかなと、そういう印象も持っており

ますので、それらについてもきちっとした形でや

っていただきたいと。本来ならば、庁舎移転は３

分の２の皆さんの同意を得てからお金等も全部準
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備できてからやるのがごく自然だと思うのです。

個人的に家建てる場合も、お金が準備できてから

やるわけですから。それらについて、ちょっとお

尋ねしておきます。

それから、教育関係のほうで、既に学校の統廃

合が進められております、小学校等の。これも参

考資料の中です。参考資料の68ページで主要計画

の学校規模の適正化という形で学校の統廃合等が

のっております。これは、既に現実に動いている

わけなのですけれども、例えば小中一貫校等につ

いてもあるわけなのです。当川内地域におきまし

て、小学校の統廃合に当たって１つにまとまるわ

けなのですけれども、建設場所が決まったのかど

うか、それを確認しておきます。

それから、もう一つ、農林水産業の振興につい

てでありますけれども、これも参考資料の21ペー

ジです。ここの文章に、合併協議会のときも大分

うちのほうの担当者といろいろ話し合いをしたわ

けなのですけれども、文章の中で広大な土地とか

いろんな形で入ってきているのです。実際に広大

な土地となると、今みんな荒れ果てて、農業の立

て直しがほとんどできないような状況の中で、農

業を含めて第１次産業の戦略をこれからどのよう

な形で構築していくのか。基本計画のほうではそ

ういうふうなものがはっきり見えてこないもので

すから、それでこちらのほうをお尋ねしているわ

けです。先ほど教育関係で学校建設の話をしまし

、 、たけれども みんな連動していますものですから

その学校建設にコンクリート建設と書いてあるの

です、実施計画の中には。だから、新市長として

は、林業の振興のためにそういうふうなものもこ

れから念頭に入れていくかどうかということで

す。大体そういう形で３点ちょっとお尋ねしたい

と思います。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 坂井一利議員にお答えにな

るかどうか、ちょっと私も今考えているところで

ありますけれども、あくまでも議員生活、私より

も大先輩でございます。その方にこういうふうな

お話をするのはちょっと失礼かなと思いつつも、

あくまでもただいまの議案についての質疑は、議

案第56号むつ市長期総合計画の基本構想について

の質疑というふうな形でございまして、これはむ

つ市長期総合計画、この厚いほうはあくまでも議

案第56号の参考に供した資料ということでござい

まして、その参考資料の中のご質疑というふうに

とらえることがまた適切なのかもちょっと、議長

から今指名を受けましたのでお話をさせていただ

きます。

財政再建、これにつきましては、私はしっかり

と再建をしていかなければいけないと。選挙の公

約の中でも、法の中にあります最少の経費で最大

の効果ということを恒常的に念頭に置いて財政運

営をしていかなければいけないと、このように考

えております。これは、やはりさまざまな部分で

の要望がかなりストックとして現在あります。し

かしながら、そこにはやはり優先順位をつけ、そ

してそれを計画的に進めていくというふうな中で

も基本的には最少の経費で最大の効果ということ

を恒常的に念頭に入れて財政運営をしていかなけ

ればならないと、それは杉山前市長の形をしっか

りと継続し、また自分の実際見たこと、これらを

しっかりと踏まえて財政再建に取り組んでいかな

ければならないと、こんな認識をしているところ

であります。

庁舎移転の件がこの長期総合計画の参考資料の

中に書かれているわけですけれども、この部分に

つきましては、一般質問等々で答弁をさせていた

だきたく思いますし、また住民説明会の中でも説

明をさせていただいております。その部分につき

ましては、今後市政だよりでその説明会の質疑応

答の内容、さらに間もなくホームページを通しま
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して、その会議録が公開をされるというふうなこ

とで、今後も私は折々につけ、この説明会を議会

議長のお許しを得て議会議員の皆様方にご説明も

し、そして市民の皆様方にもこちらのほうから出

かけていって説明会を開催していきたいというふ

うな思いでございますので、ご理解をしていただ

きたいと思います。

その余につきましては、担当部長から答弁させ

ます。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 参考資料の中で農林水産

業の振興の記述の中に広大な土地というのがある

が、荒れ果てている土地をというふうなご発言で

ございます。前回にも坂井一利議員から耕作放棄

地の質疑をちょうだいしたことがございました

が、私どもあくまでも基本的理念は、この基本構

想の４ページに掲げられておりますとおり、農林

水産業の振興は、基幹産業としてこれまで発展し

てきた農林水産業について、新たな経営戦略や技

術を導入、経営環境の整備等により再活性化を図

りますという理念のもとにいろいろな面で施策を

考えてまいりたいと思います。

広大な青森県で一番大きなむつ市のこの土地

を、農業だけではなく、林業、水産業にいかに生

かしてまいるかが私ども農林水産業、第１次産業

の最も大きな課題であると認識してございます。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 学校統合にかかわります

川内地区の川内小学校の場所が決まったのかとい

うお尋ねであったかと思いますが、第一川内小学

校の改築につきましては、過疎計画にものってい

る事業でございますので、私どもといたしまして

も、できるだけ早く具体的な事業構築を図りたい

というふうに考えているところでございます。

その際には、今教育プランをつくりまして推進

を図ろうとしております小中一貫教育を推進すべ

く併設型の小中一貫校として整備したいものと考

えております。そういうことになりますれば、建

築場所としては川内中学校の隣接地が最も適切で

はないかなというふうに考えているところでござ

、 。いますが まだ決定ということではございません

以上です。

〇議長（川端澄男） 40番。

〇40番（坂井一利） 市長にもう一度確認しておき

ます。

この参考資料の中に書かれてあるものは、こっ

ちの基本計画のための資料ですから、同一のもの

とみなしてよろしいわけですか、先ほどから念を

押すような形ですけれども。

それと、今までの流れの中でこういう参考資料

も含めて議論の対象になっておりましたので、な

ぜ具体的に、順番が違うのかわかりませんけれど

も、参考資料にあって基本構想のほうにはないの

かということもあえて確認したいと思います。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

むつ市長期総合計画の議会の議決を経なければ

ならないものは、この基本構想でございます。お

手元に配布してあります参考資料は、あくまで基

本構想を補完するための参考資料であるとご理解

いただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 40番。

〇40番（坂井一利） この長期総合計画の中での問

題は、参考資料にのっておりながら、基本構想の

ほうには全然ないと、それは関係ないということ

なのですか、先ほどお答えいただきましたけれど

も。今現在いろいろ進めておりながら、基本構想

のほうにはないものですから、それであえて確認

したいのです。いろんな形で出ているわけですか

。 、 、ら それが出ておりながら 今出すのにはなくて

参考資料にはあるということなので、どうもその
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辺がすっきりしないものですから。もう一度お願

いします。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 議決の対象となるのは、こ

の基本構想でございまして、ちょっと例を挙げさ

せていただきますと、当初予算につきましても、

あの薄っぺらな形で議決の対象になります。そし

て、分厚い予算の説明書、あれはやはり予算をご

審議いただくための参考資料というふうな形で皆

様方に、議員各位に配布をさせていただいており

ます。あくまでもこの基本構想が議決の対象にな

っているということでご理解をしていただきたい

と思います。

あとは、総務部長から答弁させます。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

。 、前段で基本構想が網羅してございます そして

その基本構想を受けまして、細部にわたってその

中身を詳しく説明したのが参考資料の長期総合計

画の中身であるとご理解いただきたいと思いま

す。

〇議長（川端澄男） これで坂井一利議員の質疑を

終わります。

次に、53番千賀武由議員。

（53番 千賀武由議員登壇）

〇53番（千賀武由） 私は、この長期総合計画の基

本構想については何ら異論はないわけでございま

すが、これから市長におかれましては、この総合

計画を推進していくうえで承知してほしいなと思

う、頭の中に置いてほしいということで数点お尋

ねしたいと思いますので、ご理解をお願いしたい

と思います。

まず、９ページにあります医療体制の充実に関

連してお伺いをしたいと思うところでございま

す。これは、質疑といたしまして、私は大畑診療

所について、故杉山市長にも何回か伺ったことが

ございますが、今新市長となりました宮下市長に

おかれましては、この大畑診療所を今後どのよう

に進めていくのか、それを伺いたいと思います。

また、空き病床の今後の活用方法についても、そ

の方向性が現在全く決められておりません。市長

は、一部事務組合下北医療センターの管理者でも

ございます。この件についてもどのように考えて

いるのかをお伺いをしたいと思います。

次に、12ページの交通安全の確保というところ

でございますが、交通安全は今車社会の中で重要

な問題でもございます。るる私数回交通安全につ

いてはお尋ねをしているところでございますが、

なおかつ積極的な取り組みが今後も必要かと存じ

ます。そこで、むつ市全体を通じて今後の交通安

全に取り組むその考え方をお聞かせいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 千賀議員のお尋ねにお答え

いたします。

医療体制の充実というふうなことで、その基本

構想の中の記述がある部分についてのお尋ねでご

ざいました。そして、大畑病院、現在診療所にな

っているわけです。その基本的な考え方をお尋ね

されたわけでございますけれども、県が進めてお

ります自治体病院の機能再編計画に基づきまし

て、ご承知のとおり平成17年４月から診療所にな

ったわけでございます。私も市長就任後、一部事

務組合下北医療センターの管理者ということで、

大畑診療所の現状と、それから空き病床等の有効

活用等の説明を受けております。ただ、一部事務

組合下北医療センター議会もあるわけでございま

すので、この場は、十分詳しいご説明は差し控え

させていただきたいと思いますけれども、基本的

には地元の皆さんが安心して住めるような体制に

向かって考えていかなければならないと思います

し、去る３月の下旬に答申がありました大畑診療
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所のあり方の検討委員会、これ等々も踏まえ、さ

まざまなご意見を聴取し、そしてアイデアを募集

しつつ取り組んでいきたいと。基本的には、私は

大切な施設でありますし、そして住民の命を守る

ための、市民の命を守るための施設であるという

認識は、合併以来、議員当時から、議長のときか

らも十分各議員方の思いはしっかりと胸に秘めて

いるところでありますので、ご理解をお願いした

いと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） 第２点目の交通安全対策

についてお答えいたします。

４月初めからの新入学児童の交通事故防止活動

に始まりまして、12月の冬の交通安全県民運動ま

で四季折々交通安全対策を実施しておりますが、

今月以降実施される部分についてご説明申し上げ

たいと思います。

今月は、まず９月12日に前回の定例会で補正予

算の関係でご説明いたしました高齢者対応の交通

事故防止の対象者、田名部地区老人クラブ70名の

方を対象にしまして、下北自動車学校におきまし

て、地域ぐるみ・高齢者のための交通安全事業、

これは老人クラブ会員の方々の参加体験実践型夜

間事故防止交通安全教室でございます。９月の秋

の全国交通安全運動にタイアップした事業といた

しましては、９月21日、むつ地区におきましては

マエダ本店前でシートベルト着用向上並びに高齢

者の交通事故防止むつ９月作戦を実施いたしま

す。同じ21日に川内地区におきましては、川内消

防分署前で同じ交通事故防止むつ９月作戦を実施

いたしますし、大畑地区におきましては、26日に

サークルＫの前で同じ事業を実施する予定になっ

てございます。さらに、11月に入りますと、いき

いきシルバー交通安全強調月間に入りますので、

今後実施要綱を定めて実施する予定であります

し、冬の交通安全県民運動に合わせまして、12月

11日から12月20日まで、これもまた後ほど実施要

綱に定める要綱に従いまして、交通安全対策を実

施してまいる予定になってございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 53番。

〇53番（千賀武由） ただいま市長にはいろいろア

イデアを持ちながら、今後市民の命を守る、しっ

かり胸に秘めて大畑診療所のことを考えていくと

いうことでございますので、それはそれなりに理

解をいたしました。ただ、活用方法のその方向性

についてはもう少し詳しく聞きたいところでござ

いますが、もし聞ける範囲でしたらお願いしたい

と思います。

それと、地区住民の要望となることでございま

すが、むつ総合病院に通う大畑地区の皆さん、特

に高齢者の皆さんは、非常に少ない年金の中でむ

つ総合病院に通う交通費も大きいし、医療費も合

わせると本当に大変だと。車もないし、もう体力

もないのだと、大畑地区の近いところに立派な診

療所があるのに、早くお医者さんをふやして救急

入院ができる病院に戻してほしいという切実な訴

えが非常に多うございます。医師不足は、我々大

畑地区住民も本当に承知はしてございます。です

が、この５月に赴任いたしました常勤医師も１人

で非常に頑張ってございます。１人で頑張ってい

るにもかかわらず、いつかは１人ですと限界がご

ざいます。複数の医師を配置する、そうする、し

ないも管理者である市長のお考え１つと私は思う

ところでもございますので、この地域住民の気持

ちを見捨てないで、医療体制の充実をぜひ図って

もらいたいと。そういうことで、いま一度そのお

気持ちを伺いたいというところでございます。

それと、交通安全につきましては、何月、何月

ということではなく、全般に通して交通安全はこ

のようにむつ市はやっていくのだと、そういう感

じのことを聞きたかったのでございますが、そこ
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のところが聞けないのがちょっと残念でございま

す。

それで、私も１つといたしまして、交通安全意

識向上のためにもご提案したいなと思うところで

ございます。これは、合併前、旧大畑町で、現在

議員である川端一義議員が町長時代、交通安全無

事故の日、そういうことで毎月６日と25日、かけ

合わせてムジコと読むのですけれども、６日と

25日を設定して、町民一丸となり取り組んだ経緯

がございます。こういうことで、むつ地区全体と

いたしまして、このような取り組みをして交通安

全意識の向上を図られるよう、この基本構想の中

でも頭に秘めておいてほしいと思いますが、そこ

あたりどうでしょうか、お伺いをしたいと思いま

す。お願いいたします。

〇議長（川端澄男） 市長。

〇市長（宮下順一郎） あくまでも一部事務組合下

北医療センター議会がございますので、細部にわ

たってのお話は、この場では差し控えさせていた

だきます。

ただ、活用方法につきましては、３月26日の大

畑診療所のあり方検討委員会というような形で杉

山肅管理者に答申が出ております。この部分を尊

重しつつ、そして十分に吟味をして、私なりによ

りよいあり方について考えていきたいと、こうい

うふうに思います。

また、交通アクセスの部分ですけれども、その

部分については、もう既にそういうふうな形がど

うなのかということは指示を出しております。そ

の内容についても具体的な部分は差し控えさせて

いただきますけれども、千賀議員の意を、また地

域の皆様方、住民の皆様方の意を酌んだ形を何と

か実現したいというふうな部分で、交通について

はその程度の答弁でお許しをいただきたいと思い

ます。

交通安全につきましてのご提案は、ご提案とし

てお聞きし ６月25日なのか それとも６日と25日、 、

なのか、その部分をゆっくりこれから考えさせて

いただきたいと思います。

〇議長（川端澄男） これで千賀武由議員の質疑を

終わります。

以上で議案第56号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第56号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第56号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

（ 異議あり」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議がありますので、起立

により採決いたします。

本案は原案のとおり可決することに賛成の議員

の起立を求めます。

（起立者44人、起立しない者９人）

（ ） 。 、〇議長 川端澄男 起立多数であります よって

議案第56号 むつ市長期総合計画の基本構想につ

いては原案のとおり可決されました。

昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前１１時５３分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第５７号
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〇議長（川端澄男） 次は、日程第２ 議案第57号

むつ市長の資産等の公開に関する条例の一部を改

正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第57号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第５８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第３ 議案第58号

むつ市職員等の旅費に関する条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第58号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第５９号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第４ 議案第59号

むつ市本庁舎移転基本計画審議会条例を廃止する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第59号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６０号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第５ 議案第60号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団川内消防団第１分団配備

の消防ポンプ自動車を更新するためのものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第60号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６１号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第６ 議案第61号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市消防団大畑消防団本部付分団配

備の消防ポンプ自動車を更新するためのものであ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、14番澤藤

一雄議員。

（14番 澤藤一雄議員登壇）

〇14番（澤藤一雄） この事業の実現には、前市長

初め関係者のご努力により実現したものでござい

まして、心から感謝とお礼を申し上げます。

大畑地区では、救急自動車が１台で大畑診療所

が救急機能を失って以来、たびたび救急活動が重

複をする、事態が重なるということでございまし

たが、早期の救急車の配備、複数配備が望まれて

いました。それで、この配備がいつになるのかお

知らせ願います。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

議案第61号の参考資料でお示ししておりますと

おり、この議案が通りますと、早速本契約に移行

いたしまして、平成20年３月21日までには導入し

たいと、こう考えております。今議員ご指摘のよ

うに、大畑診療所が病院から診療所に、ある意味

では格下げになりました。それを受けまして、む

つ総合病院への救急車の搬送がかなり多くなって

ございます。その中で大畑消防署と協議いたしま

した。その中では、昭和58年に購入した消防ポン

プ自動車も欲しいけれども、さらに救急態勢の確



- 50 -

保を図りたいと、これも欲しいことも要請がござ

いました。それを受けまして、財政状況が厳しい

こともありますけれども この消救車は 平成16年、 、

に東京モーターショーで紹介されたもので、平成

17年には千葉県松戸市の消防局が初めて導入した

と伺っております。

それで、救急車と消防車との出動形態を見ます

と、救急車のほうが７倍と言われております。そ

うなりますと、現時点ではこの両方を兼ね備えた

消救車を購入するほうが市にとってもベターであ

るだろうと、そういう結論に達しましたので、今

回の更新に向けて、この消救車を購入することと

したものでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 14番。

〇14番（澤藤一雄） 今総務部長より説明があった

わけでございますが、年度末までに配備というよ

うなことでございました。非常に遅いなというよ

うな感じを持っております。そこで、大畑診療所

が病院から診療所になった後、この救急活動が重

複した回数を把握しておりましたらお知らせいた

だきたいと思います。

それから、つい先日、２日でございますが、夕

方５時ちょっと前でしたか 大畑地区の国道338号、

で追突事故がありまして、そのときに私は119番

をかけました。そうしたら電話に出た方が、どこ

でどういう事故だというようなことを詳しく聞か

れまして、そのようにお答えしました。そうした

ら、その場所についても細かく申し上げたのでご

ざいますが、それを聞き終わってから、これから

転送しますということで、今度は大畑消防署が出

ました。そして、また同じことを繰り返して話す

というような状況がありまして、今のシステムが

救急とはいいながら、非常にけがをした方に負担

を強いる体制だなという感じを持ちました。この

辺についての見解ありましたらお知らせ願いま

す。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

大畑診療所が診療所になりましてからは、平成

17年になったわけですけれども、平成16年当時ま

では大体200件程度でむつ総合病院に搬送がおさ

まっておりました。それが大畑診療所が病院から

診療所になったがために、その件数が平成17年度

以降年間300件ほど、約100件ほどふえてございま

す。

それから、システムの関係でございます。これ

は、下北地域広域行政事務組合消防本部等々と今

。 、 、協議してございます これは 防災も含めまして

よりよい市民への伝達方法をいかに速くしなけれ

ばならないのか、それを今協議してございます。

これからよくなると思いますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（川端澄男） 14番。

〇14番（澤藤一雄） 今の答弁ですと、200件から

300件にふえたと、むつ総合病院への搬送という

ことでございますが、これは当然のことですけれ

ども、私がお聞きしたのは、重複して救急車が出

動する回数が何回あったのかということでお尋ね

をしたわけでございますので、これがわかりまし

たら再度お願いしたいと思います。

それから、今災害等の市民に対する周知等の体

制をいろいろ考えているというような答弁でござ

いまして、これもまたちょっと答弁が違うのかな

という思いがあります。やはり今の、私先ほど申

、 、 、しましたように 一たん青森ですか どこですか

むつですか、119番が出まして、その後に同じこ

とをまた繰り返して説明しなければならないとい

うこの現場の状況を改善するための方策について

再度お伺いします。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。
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恐らく救急車がある意味でダブルの搬送という

ことのお尋ねかと思います。私のところには、そ

の資料はちょっとございませんけれども、まずど

ういう搬送形態なのか、ちょっと具体的に申し上

げたいと思います。

平成18年度の実績を申し上げますと、大畑診療

所は救急の夜間診療がありませんので、日中の救

急外来は22件ございました。それ以外にむつ総合

病院の搬送が307件、こういう集計になってござ

います。おのずとむつ総合病院への搬送となりま

すと、動線が長くなりますので、その間ある面で

は救急態勢がとれないと。そうなりますと、風間

浦村のほうから救急車を要請したり、あるいは本

部のほうから救急車を要請したりと、そういう体

制をとっておりますので、この消救車を導入する

ことにより、その時間の短縮も可能になると理解

しております。

それから、救急態勢、市民に対する電話等の恐

らく連絡の、それが本部に電話して、それから大

畑消防署、それが煩雑になっているとご指摘があ

りました。それにつきましては、現在防災、例え

ば火事があった場合、あるいは交通事故があった

場合に、市民に対する広報につきましては、消防

本部等と協議してございますので、そのものにつ

いては将来的には改善されてくるものと理解いた

しております。

転送という形は、恐らく今現在はないと思いま

す。昔は、青森のほうに行きまして、それからま

た転送されて本部あるいは大畑消防署に行く形態

になっていましたけれども、現在はそのようにな

っていないと私は聞いておりましたけれども。今

固定電話の話で申し上げました。

〇議長（川端澄男） これで澤藤一雄議員の質疑を

終わります。

次に、23番斉藤孝昭議員。

（23番 斉藤孝昭議員登壇）

〇23番（斉藤孝昭） 前の議員と多少重複するとこ

ろがあるかもわかりませんが、一応通告していま

すので、質疑したいと思います。

通告しているのは、分団へ救急機能を持った車

両を配備した理由と考え方についてということを

通告しておりましたので、お答え願いたいと思い

ます。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 先ほどの澤藤議員の質疑

の中でお答えしたわけでありますけれども、改め

てお答えいたします。

この消防ポンプ自動車は、昭和58年に購入した

ものでありまして、もう既に24年が経過してござ

います。老朽化が進んでいるということで、それ

ぞれ消防団にはその消防ポンプ自動車が配置され

ておりますけれども、古い車につきましては、逐

次更新していきたいと、その一環でございます。

それで、この更新に当たりましては、大畑消防

署と協議いたしました。その中で、先ほど来申し

上げておりますように、救急自動車の購入も考慮

していただけないかと、そういう要請がございま

した。それとあわせて消防ポンプ自動車の更新も

考えていただきたいと、そういう要請がございま

して、市の財政の状況もありまして、この消救自

動車が世界に類を見ない特別車両といいますか、

そういうものができましたので、当市が考えた両

方兼ね備えた車両としては一番ベターかなという

ことで購入したのが経緯でございます。

それで、全国的に言われていますのは、消防車

と救急車の出動頻度といいますか、これを比較い

たしますと、統計とっていまして、救急車のほう

が消防自動車の７倍ぐらい出動回数が多いと。そ

れを考えますと、この消救車を買ったほうが大畑

消防署とすればベターだろうと、そういう結論に

達しましたので、この消救車を購入することにし

たものでございます。
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以上でございます。

〇議長（川端澄男） 23番。

〇23番（斉藤孝昭） 今総務部長の答弁の中に大畑

消防署がという言葉が出てまいりました。私は、

分団へ配備した理由を聞いたのですけれども、内

容は別として、最後大畑消防署の要請でという話

が出ました。そこで消防団条例というのがむつ市

にありますが、配備されるのは分団であります。

分団の仕事の中身も条例で決められていますが、

救急に使う場合、大畑消防署と分団との整合性を

どういうふうに考えているのかお知らせくださ

い。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

大畑消防団本部付分団の場所につきましては、

大畑消防署内にございます。したがいまして、救

急車としての整備あるいは消防ポンプ自動車とし

ての整備もある意味では大畑消防署がやるのがベ

ターであろうということでございます。基本的に

は、万が一火事が発生した場合、各分団がありま

して、まずその分団の消防自動車が出てまいりま

す。基本的には、そっちが先に出てまいりますの

で、それを補完する意味で、本部の消防ポンプ自

動車が動く形になります。それを考えますと、頻

度等を考えますと、この消救車を購入しても、本

部にはまた１台消防自動車がおりますので、その

中で対応できるということの協議の中で消防団あ

るいは大畑消防署との協議の中で消救車を購入す

るのが決定したものでございますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（川端澄男） 23番。

〇23番（斉藤孝昭） 言っていることと現状はよく

わかるのですけれども、これ分団に配備すること

で制約が相当出るのです。本来であれば下北地域

広域行政事務組合大畑消防署にこの車両が配備さ

れれば多分問題なかったと思います。

、 、そこで 財政が厳しいという話もありましたが

買うための財源はどこから出すのか、お知らせく

ださい。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） ただいまのお尋ねにお

答えいたします。

大畑の消救車整備事業に関しましては、過疎対

策事業債、過疎債を予定しております。充当率は

100％です。

以上です。

〇議長（川端澄男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で議案第61号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第61号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６２号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第７ 議案第62号

字の区域の変更についてを議題といたします。

本案は、国有林地をむつ市大字大平字荒川に編

入するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第62号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６３号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第８ 議案第63号

一部事務組合下北医療センター規約の変更につい

てを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。21番工孝夫議員。

（21番 工孝夫議員登壇）

〇21番（工孝夫） 若干お尋ねいたします。
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このむつ市の議員定数を削減する理由について

お尋ねいたします。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

一部事務組合下北医療センター議会の議員定数

、 、につきましては 従来は下北郡内の１市３町４村

８市町村それぞれ２名ずつの議員で構成されてお

りました。その後平成17年３月に郡内４市町村が

合併いたしまして、そのときにそのままむつ市選

。 、出の議員８名と改正してございます 実質的には

従来の16名の議員の選出は変わってございませ

ん。

今回は、来る９月30日に予定されておりますむ

つ市議会議員選挙によりまして、むつ市の議員定

数が30名になることになっております。それを受

けまして、現在のむつ市選出の議員８名を５名に

したい。それから、残りの大間町、東通村、風間

浦村、佐井村はそれぞれ２名ということで、現在

。 、の定数との動きはございません したがいまして

全体の中では議員定数を16名から13名にしたいと

いうことの協議が組合からありましたので、今回

の提案となったものでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 21番。

（ ） 、〇21番 工孝夫 改選して議員が30名になると

そこで３名減らしたいという話でした。私ども一

部事務組合下北医療センター議会でこの規約改正

の説明を受けたときは、経費を浮かすためだとい

う説明を受けました。その点が答弁の中にありま

せんけれども、その因果関係はないのかどうか。

もう一つは、脇野沢地区、川内地区、大畑地区

が１人ずつ削減されるということになるわけです

けれども、人口の比例配分からいって、むつ市以

、 、外の町村との比較をした場合 場合といいますか

人口配分ということで検討してみたことがござい

ますか。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

この議員の定数配分につきましては、うちのほ

うは承知してございません。あくまでこれにつき

ましては、一部事務組合下北医療センターの中で

決定された事項を今の議会に提案していただきた

いという協議がありましたので、提案したまでの

。 。ことでございます ご理解を賜りたいと思います

〇議長（川端澄男） 21番。

〇21番（工孝夫） 提案するに当たって、一部事

務組合下北医療センターのほうから提案してほし

いというから提案したと、そういう提案の仕方と

いうのは正しいのですか。少なくとも提案して質

疑があると想定した場合に、これこれのものがあ

ったのだという答弁ができる、そういうものでな

ければならないはずだと私は思うのですけれど

も、どうですか。

それから、先ほどの経費の問題等も含めてお答

え願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

先ほど来申し上げましたとおり、むつ市として

は確かに一部事務組合下北医療センターの構成団

体の１つではありますけれども、その中身につき

ましては承知しておりません。その中では、あく

まで組合の中で協議された事項を今定例会に提出

していただきたいと協議がありましたので、協議

に基づき提案したものでございますので、その中

身までは承知してございません。

〇議長（川端澄男） 暫時休憩いたします。

午後 １時３２分 休憩

午後 １時３６分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

総務部長。
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〇総務部長（齋藤 純） 一部事務組合下北医療セ

ンターの本部から聞いておりますのは、郡内の首

長さんと協議のうえ決定されたと聞いておりま

す。それから、議員もその中に入って協議された

と聞いております。それを受けまして、今回の提

案となったものでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 暫時休憩いたします。

午後 １時３７分 休憩

午後 １時４１分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） お答えいたします。

向こうの提案は、議員定数を16名から13名とい

うことで３名減の協議がありました。それを受け

まして、うちのほうは経費節減等々ありまして、

この定数の削減については了解して今回の提案と

なりました。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） これで工孝夫議員の質疑を

終わります。

以上で議案第63号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第63号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第９ 議案第64号

むつ市土地開発公社定款の変更についてを議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第64号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第６５号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第10 議案第65号

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する

者につき同意を求めることについてを議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第65号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第65号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案はこれに同意することにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第65号は、これに同意することに決定い

たしました。

◇議案第６６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第11 議案第66号

平成19年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、14番澤藤

一雄議員。

（14番 澤藤一雄議員登壇）

〇14番（澤藤一雄） 通告をしてあります項目につ

いてお尋ねをさせていただきます。
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総務費の徴税費、インターネット公売手数料に

ついてでありますが、このインターネットによる

公売、非常に税の徴収に効果が期待されるわけで

すけれども、現在差し押さえをしている品目等ど

のようなものがあるのか、あるいは差し押さえの

金額に見合う金額であるのかということについて

お尋ねをいたします。

それから、第８款土木費の道路橋りょう費です

けれども、工事費を減額してパトロール車を購入

するわけですけれども、このことによって取りや

めた工事等はあるのか、工事への影響はないのか

についてお尋ねをいたします。

〇議長（川端澄男） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） 澤藤議員のお尋

ねにお答えいたします。

ネット公売にかかわる差し押さえ財産の概要と

いうことですけれども、８月末現在の差し押さえ

時の滞納金額とあわせてお知らせします。

まず、給与につきましては33件、2,963万円、

それから自動車につきましては１件、25万

2,000円、電話加入権117件、5,914万9,000円、そ

れから年金につきましては８件の700万5,000円、

それから不動産は169件、１億5,585万8,000円の

差し押さえといいますか、件数につきましては差

し押さえですけれども、その差し押さえのときの

滞納金額ということでございます。

公売物件に見合うものかというお尋ねでござい

ますが、今回の場合は今までお知らせしました差

し押さえにつきましては自主納付を促すまでの差

し押さえでございまして、公売につきましては、

今現在は見合う物件は差し押さえしてございませ

ん。今後滞納処分の状況を見ながら、改めて差し

押さえ、動産中心になると思いますが、やってい

きたいということで、ここまでの分とは違うとい

うことでご理解をいただきたいと思います。

以上です。

〇議長（川端澄男） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） 11ページの道路新設改良

費の件でございますけれども、工事費のほうを

400万円減額いたしまして、備品購入費を400万円

同額を増額したものでございます。これは、今ま

で東北防衛局と協議によりまして、老朽化したパ

トロール車等の更新を認めていただいたわけで、

このようにさせていただきました。

調整交付金でこの事業を平成18年度から実施し

ておりますけれども、最終年度は平成23年度まで

の予定となっております。各年度5,000万円近く

の予算を計上いたしまして実施しているものでご

ざいます。先ほどのお尋ねでありました400万円

を減じたことによって工事がおくれるとか、縮小

するのではないかというふうなお尋ねでございま

、 、すけれども そのようなことはございませんので

ご理解をお願いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 14番。

〇14番（澤藤一雄） 税のインターネット公売の件

ですけれども、徴税当局も非常にご苦労されてい

るなという思いがあります。そして、これまでは

警告を含めたということですが、今度はいよいよ

公売をせざるを得ないというようなことのようで

ございます。それぞれ滞納、未納の事情等があろ

うかと思いまして、状況によってこうした措置も

とられるのだと思うのです。

やはり徴税をしなければならないというような

立場の方々につきましては、非常にご苦労さまで

ございますけれども、税を集めることと同時に、

ある意味では民生の安定ということも考慮に入れ

ながら、ひとつ頑張っていただきたいと。

終わります。

〇議長（川端澄男） これで澤藤一雄議員の質疑を

終わります。

次に、23番斉藤孝昭議員。

（23番 斉藤孝昭議員登壇）
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〇23番（斉藤孝昭） 議案第66号、前の議員と質疑

通告したのが同じですが、ちょっと不明点があり

ましたので、追加で質疑させていただきます。

インターネットオークションを活用することに

なった経緯を先にお知らせください。

〇議長（川端澄男） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） 斉藤議員のお尋

ねにお答えいたします。

議員もご承知のように、市税の収納率の向上に

は自主財源を確保するため、税務当局といたしま

して日夜いろいろ努力いたしております。これま

での徴収対策のほかに、もっと効果的な対策がな

いかということで税務内部でいろいろ検討してま

いりました。むつ下北地区税務協議会という団体

がございます。むつ市は、それの市町村部会を担

当をしておりまして、平成18年度としてどんな事

業をやったらいいのかということを検討してまい

りました。そして、結果的には徴収事務研修会を

開催しようということで、ことしの１月18日、下

北文化会館で東京都主税局を退職して、今ヤフー

ジャパンでネット公売を担当している公売の伝道

師と言われる方がたまたまこの講習会の講師をし

てくださるということでございますので、こうい

う機会はなかなかないものですから、下北郡内の

市町村の方々に集まっていただいて講習を開催さ

せてもらいました。

その公売の講習でございますので、捜索の仕方

とか、滞納処分の仕方とか、公売に至るまでの経

緯をかなり詳しく研修いただきまして、下北市町

村では相当の反響といいますか、衝撃的な反響が

ありました。むつ市も、それから２月から５月ま

でいろいろ内部で検討を重ねてまいりました。ち

ょうど出納整理期間ということでなかなか検討も

大変だったのですけれども、両者合わせていろい

ろ検討してまいりました。その結果、これは費用

対効果の面から見ても、午前中の別な件で市長の

答弁もありましたとおり、最少の経費で最大の効

果を上げるということから見ますと、このネット

公売というのは非常に効果があるというふうに内

部で結論を出しました。

また、県内では青森県、それから青森市、十和

田市でもってネット公売を今現在実施してござい

ます。これから予算化してからとか、それからヤ

フーのほうに申し込みという手順どおりにいきま

すと、ついつい年度を過ぎてしまう気配もありま

すので、検討してまいった結果、６月下旬に、上

旬からなのですけれども、申し込みをしたいとい

うことで、関係課合議していただいて、６月下旬

に決裁をいただきました。それで、ヤフージャパ

ンのほうに申し込みをしたということでございま

す。

ネット公売を実施するに当たりましては、落札

者が決定いたしますと、公売の必要経費として３

％の消費税ということで手数料が生じてまいりま

す。その手数料をまず予算化しないと公売参加し

てもなかなか進みませんので、まずは役務費とし

て計上させていただこうということで、今回の予

算計上になった次第です。

一応金額といたしましては、先ほど申しました

とおり、想定している部分でございまして、実際

。 、公売物件があるわけではございません そのため

予算で計上をするためにも自動車を80万円、それ

から動産を30万円、これぐらいは公売に当たって

実施できるのでないかなという想定でございま

す。

以上のことから、現在ネット公売をいつ実施す

るかということは予定してございませんが、今後

の滞納処分に応じて、今までは自主納付を催告し

ながらという、全く差し押さえを公売しないわけ

ではございませんでしたけれども、今後は積極的

にそういうネット公売をもって動産を中心に、ネ

ット公売というのは、ある意味では物品の納税み
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たいな、物品をいただいて、それを公売するとい

うことでございますので、非常に効果があるとい

うふうに思っております。

実施段階になりましたら、改めて早い機会に議

会とか、それから報道機関に対して、お知らせし

て報告させていただきたいと考えておりますの

で、よろしくご理解のほどお願いいたします。

〇議長（川端澄男） 23番。

〇23番（斉藤孝昭） そこで、今のような説明を市

民の皆さんにいつの場面でどんな方法でするの

か、考えているところがありましたらお知らせく

ださい。

〇議長（川端澄男） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） お答えします。

これからヤフージャパンのネット公売の予定と

しましては、10月、12月、それから１月、３月が

予定されております。これのどこかの時期でとい

、 、 、うことで 今現在では 先ほど申しましたとおり

まだ動産等は用意しておりませんので、これから

ないかもしれないし、また滞納処分していた段階

で差し押さえして出てくるということでございま

すので、もしあるとすれば、２カ月前にヤフーの

ほうに申し込みが必要となりますので、予算をと

った以上は今年度中に何とかできればなというと

ころでございます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 23番。

〇23番（斉藤孝昭） 最後にですけれども、聞いた

ところ、いいシステムだというのはよくわかりま

したが、ただ差し押さえた物件の公売だけに使う

のはちょっともったいないということで、せっか

くシステム導入するのでしたら、今後市有財産の

売り払いについても公表できる、してほしいとい

う要望を前から何回も出していましたので、この

システムを市有財産の売り払いにも活用できるの

か、活用するつもりがあるのか、最後にお伺いし

ます。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 貴重なご意見でございま

すので、検討させていただきます。

〇議長（川端澄男） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、12番柴田峯生議員。

（12番 柴田峯生議員登壇）

〇12番（柴田峯生） 私から４点通告をいたしてお

ります。

、 。第１点は 市税の徴収状況についてであります

現在平成18年度の決算が終わっております。その

段階で、滞納繰り越しがどのくらいあるのか。い

わゆるその徴収率、調定額に対する収納率はどう

なっているのか。

それから、平成19年度当初予算に比して現年度

分を締められた時点がつい最近であればいいと思

うのですが、その時期における徴収率は調定額に

対してどのような収納率になっているか、まず第

１点伺いたいと思います。

それから、２番目は歳入不足額、いわゆる雑入

の面でございます。これに対しましては、今回

283万8,000円の追加ですが、今までの累計で23億

480万2,000円というのが歳入不足になっておりま

す。今後の財源の補てんの見通しについてお考え

を伺いたいと思います。交付税が当初予算に比し

まして6,652万2,000円普通交付税が減額になって

おります。そういった事情も含めて、補てんの見

通しをひとつお伺いしたいと。

それから、臨時財政対策債については、あわせ

て交付税の補てん部分、いわゆる財政を切りかえ

た部分で195万8,000円が交付税と財政対策債を合

わせて97億5,043万6,000円で0.2％増加というこ

とですが、これだけでもう臨時財政対策債はない

。 、というようなことでよろしいのかどうか これは

予算枠いっぱいなのかどうかということです。
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最後は肉牛特別導入事業基金の運用状況です。

最近のデータでよろしいですから、ひとつお知ら

せ願いたいと思います。私の調べたところ、平成

19年５月31日の例月出納検査によりますと、現在

1,013万8,571円ですか、こうなっておりますけれ

ども、この基金から繰り入れたもの、そしてこの

基金から償還しているわけですが、あと何年償還

があるのか、その辺をお伺いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 総務部税務調整監。

〇総務部税務調整監（佐藤忠美） 柴田議員のお尋

ねに、税のほうからまずお答えいたします。

平成18年度の決算状況ということでございます

が、まだ監査委員事務局とのヒアリングが終了し

ておりませんので、一応概算ということでお知ら

せしたいと思います。

まず、調定額は65億4,700万円ほどでございま

す。未納額はおよそ７億7,700万円、未納率と申

しますか、調定額に対して12.2％となっておりま

す。収入済額としては、55億6,990万円ほどでご

ざいます。収納率は87.8％になるかなというとこ

ろでございます。

、 、それから 平成19年度の徴収状況ということで

８月はまだ集計できない時期でございますので、

７月分でお知らせいたします。第２期目の納付が

終了した時点ということになりますが、予算60億

1,838万9,000円に対しまして、27億9,250万円ほ

ど徴収してございます。おおよそ予算の46.4％ぐ

らいかなと思っています。

また、皆さんも税源移譲でどうかなということ

も気になるところだと思いますが、１期、２期が

終わった時点では、今のところ納税者の皆さんに

ＰＲした結果、理解していただいているのかなと

いう、２カ月の判断でございますけれども、大差

なく推移している状況でございます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） お答えいたします。

歳入不足額につきましては、今年度の７月臨時

会の補正までで21億7,030万2,000円となっており

ます。今回の補正額283万8,000円を加えまして

21億7,314万円となっているものであります。補

てんの見通しでありますが、このたびの大間原子

力発電所の着工延期等によりまして、電源立地地

域対策交付金の減額、さらには先ほどご指摘あり

ました普通交付税の今年度の決定額に対するマイ

ナス分6,600万円ほどあります。これらの部分に

ついては、確かに赤字解消に与える影響は大きい

ものがありますが、今後市税等自主財源の収納率

向上と歳入の確保、さらには歳出の節減合理化に

努め、赤字の解消の努力してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解いただきたいと思います。

次に、臨時財政対策債についてお答えいたしま

す。今年度の臨時財政対策債の決定額は、前年度

に対し9.3％減の７億9,695万8,000円で決定にな

りました。当初予算の計上額が７億9,500万円で

ありましたので、増加分の195万8,000円を追加補

正したものであります。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 肉牛特別導入事業基金の

運用状況を説明する前にお断りさせていただきた

いのですが、先ほど柴田議員が平成19年５月31日

現在で1,013万8,571円というふうにお調べになっ

たということでございますが、私運用状況をご説

明するために納付牛の売却とかいろいろな中身の

説明のために平成18年度末現在の数字で、きょう

お答えしようと思っていましたので、その数字と

違うことをまずご理解いただきたいと思います。

この基金は、旧むつ市で昭和52年、旧川内町で

昭和56年、旧脇野沢村で昭和57年度に設置されま

したので、旧むつ市から始まって平成17年度まで

この基金による貸付頭数は全部で385頭でござい
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まして、平成18年度の収入額は、期間の満了譲渡

というふうなことで、５頭が返されまして、それ

が187万3,049円、それから納付牛を売却したもの

が７頭で273万37円、それから滞納している方も

いらっしゃるわけですが、何とか苦しい農家経営

の中から２件ほど分割納付していただいてござい

ます。それが13万円。それに基金の利子というふ

うなことで先ほど申し上げました473万8,673円収

入がございますよということでございます。

この肉牛特別導入事業というのが平成18年３月

31日をもって事業がなくなりますよと、新規貸し

付けはしないでくださいということになっており

まして、昭和52年度から平成17年度まで貸し付け

て基金に蓄えておいたものが平成18年度の納付額

となるわけですけれども、これが311万5,715円で

ございまして、平成18年度末の基金残高、預金額

でございますが、963万971円でございます。平成

18年度末、現在農家の方に貸し付けている繁殖雌

、 、子牛の頭数でございますが 58頭でございまして

その評価額は2,204万円となっております。この

中には、残念ながら納められない滞納者の方12戸

ございますが、639万7,570円が含まれてございま

す。

そして、あと何年償還があるのかということで

ございますが、この肉牛特別導入事業の貸付期間

は５年間でございます。平成18年３月31日をもっ

て新規貸し付けはありませんよということでござ

いますので、あと４年ということになります。平

成19年、20年、21年、22年まで、その都度入って

きた分はお返しするというふうなことになってお

ります。

〇議長（川端澄男） 12番。

〇12番（柴田峯生） 財政的な面とか今後の計画の

面などについては、一般質問の通告の中にも総体

として入っておりますので、これで質疑を終わり

ます。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点だけお願いいたします。

後期高齢者医療制度保険料徴収システム開発費

という項目で一般財源から1,253万7,000円を支出

するということになっておりますが、これ全く地

元負担というか、むつ市負担でこういうシステム

開発費を計上しなくてはいけないのかどうかとい

うのをお聞きしたいのです。

この後期高齢者医療制度というのは、たしか小

泉内閣でしたか、国会のほうで決めたのでありま

す。当然そういう制度を整備するに当たって、国

とか県の助成があるのが当たり前ではないのかな

というふうに思いますので、そこら辺をちょっと

お聞きしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） 後期高齢者医療システム

開発費について、なぜ一般財源か、国・県からの

助成はないのかというお尋ねですので、お答えい

たします。

後期高齢者医療システム開発については、全体

で約2,500万円ほどの事業費がかかるのでござい

ますが、このうち1,291万5,000円を事業費として

534万円を国庫補助金でございます後期高齢者医

療制度創設準備事業費補助金として平成18年３月

補正において予算計上し、全額繰越明許費といた

してございます。これは、後期高齢者医療制度創

設準備事業費補助金を交付するに当たり、平成

18年度で予算計上するようにとの国の指導であっ

たため平成18年度中に補正したものであります

が、その時点で全体のシステム費用が確定してい

なかったため、本年９月までの事業として確定し

ているものをということで約2,500万円の総事業

費のうち約1,300万円のみ３月に予算計上したも
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のでございます。この補助金は、人口と外国人登

録者数により金額が確定しておりまして、事業費

が幾らかかっても基準額以上の補助金は交付され

ません。また、県からの補助金や助成金は、残念

ながらございません。

後期高齢者医療システムの開発事業が年度をま

たがり、平成18年度と平成19年度に分かれたとは

いえ、同一事業でありますので、この補助金はこ

れ以上ありません。よって、今回予算計上いたし

ました1,253万7,000円につきましては、全額一般

財源となりますので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） そもそもこういう制度自体に

私は賛同できないのですが、こういうのを整理す

るのに全部地元負担で整備しなくてはいけないと

いうのは大変納得いかないのであります。

それで、さらにお聞きしたいのですが、この後

期高齢者医療制度のいろんな体制を整えるに当た

って、これからまだ地元負担でやらなくてはいけ

ないというふうなものがあるのかどうか、またそ

ういった一般財源で見ていく大体の金額でよろし

いので、あるものかどうか、そこら辺の今後の予

定というのをお聞かせ願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部副理事。

（ ） 。〇民生部副理事 河野健二 お答えをいたします

。 、大きなものは今後ございません 小さいもので

パソコンの端末の請求がございます。それがリー

スで約16万円ほどが見込まれる程度でございま

す。今のところわかっている範囲は、その程度で

ございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で議案第66号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第66号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第66号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第66号は原案のとおり可決されました。

◇議案第６７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第12 議案第67号

平成19年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第67号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第６８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第13 議案第68号

平成18年度むつ市水道事業会計決算を議題といた

します。

質疑に入る前に、平成18年度むつ市水道事業会

計決算に対する監査委員の意見を求めます。代表

監査委員。

（池十夫代表監査委員登壇）

〇代表監査委員（池十夫） 平成18年度むつ市

水道事業会計決算について、審査の結果をご報告
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いたします。

今回審査に付されたむつ市水道事業決算報告書

を初め財務諸表、その他の附属書類は地方公営企

業法及びその他関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は正確で、かつ経営成績及び財政状

態を適正に表示しているものと認めました。

審査の意見につきましては、既にお手元に配布

の平成18年度むつ市水道事業会計決算審査意見書

のとおりでありますので、ご審議の参考にしてい

ただきたくお願いを申し上げまして、ご報告とい

たします。

〇議長（川端澄男） これで監査委員の意見を終わ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点ほどお願いいたします。

今現在合併をしたのでありますが、むつ地区、

川内地区、大畑地区、脇野沢地区、それぞれ別立

ての料金で水道料金は徴収をしております。その

うえで平成18年度の純利益が3,186万円ほど出て

いるということでありますが、私がお聞きしたい

のは、今４つの地区の中で一番安い水道料金はど

こかなということを聞きましたら、大畑地区だろ

うということで、まずこの大畑地区の水道料金で

統一したという前提で計算をしたらどういう決算

の状況になるのかというのをお聞きしたいと思い

ます。そして、下から２番目に安いと言われる川

内地区で同じような計算をしたらどういう状況に

。 。なるのかお聞きしたいと思います お願いします

〇議長（川端澄男） 公営企業局長。

〇公営企業局長（小川照久） 横垣議員のお尋ねに

お答えいたします。

まず、お尋ねの第１点目、一番安い大畑地区の

料金に統一したら決算はどういう結果になるかと

のことでございますが、公営企業局が所管してお

、 、ります３地区の料金体系 むつ地区は口径別料金

、 。川内 大畑両地区は用途別料金となっております

料金水準もそれぞれ異なっております。このこと

から、現況では口径別を分析して用途別に置きか

えて試算することは非常に困難なことであります

ので、供給単価を用いて概算額を算出いたしまし

た。

この供給単価とは、年間の水道料金を年間の有

収水量で除して算出される１立方メートル当たり

。 、の販売単価のことであります それによりますと

当年度の純利益3,186万391円は、逆に約２億

8,813万1,000円の純損失が発生することになりま

す。

次に、お尋ねの第２点目、川内地区の料金に統

一したらどうなるかとのことでございますが、同

様の方法で試算してみますと、当年度の純利益

3,186万391円が約２億4,562万1,000円の純損失が

発生することになります。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） 私は、ぜひ一番安い大畑地区

に合わせてほしいなという希望で期待を持って聞

いたのでありますが、２億8,000万円の赤字にな

るということで大変厳しいのであります。ただ、

そこでぜひ検討してもらいたいというか、お聞き

したいというところが、2002年度の全国住民サー

、 、 。ビス番付によりますと 2002年度 平成14年です

旧むつ市になりますが、全国で18番目に水道料金

の高い自治体だということで番付されております

ので、これぜひとも下から100番目以内に入るぐ

らいの料金設定でぜひともなるべく下のほうに近

い方向で検討してもらえればなということを一応

要望して質疑を終わります。

以上です。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。
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以上で議案第68号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第68号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

建設常任委員会に付託いたします。

◎散会の宣告

〇議長（川端澄男） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明９月５日は常任委員会の

ため休会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、明９月５日は常任委員会のため休会すること

に決定いたしました。

なお、９月６日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時３１分 散会
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